
令 和 ８ 年 ９ 月 １ ０ 日

留 萌 開 発 建 設 部

第８６回留萌開発建設部入札監視委員会の審議概要について

令和８年７月２８日（火）に開催された第８６回留萌開発建設部入札監視委員会の審

議概要を別紙のとおりお知らせします。

なお、委員会では工事及び建設コンサルタント業務等に係る入札・契約手続の運用状

況等に関する報告及び抽出した６件の工事等について審議が行われました。

【問合せ先】国土交通省 北海道開発局 留萌開発建設部 電話 0164-42-2367

契約課 課 長 佐伯 英彦（内線 241）

課長補佐 加藤 孝俊（内線 242）

留萌開発建設部ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/rm/

公式Ｘ（旧 Twitter）アカウント https://x.com/mlit_hkd_rm



第８６回留萌開発建設部入札監視委員会 審議概要

開催日及び場所 令和８年７月２８日（火） 留萌開発建設部 第１会議室

委 員

石 井 洋 文（弁護士）
佐々木 潔（旭川市立大学経済学部教授）
中 原 准 一（酪農学園大学名誉教授）
松 尾 優 子（苫小牧工業高等専門学校・創造工学科准教授）
水 戸 繁 男（（株）萌福祉サービス代表取締役会長）

（五十音順・敬称略）

審 議 対 象 期 間 令和７年１０月１日～令和８年３月３１日

議 事
１ 工事・建設コンサルタント業務等及び物品役務等に係る入札・契約手続の運用状況等に関する報告
２ 抽出工事・建設コンサルタント業務等及び物品役務等に係る一般競争等参加資格の設定の理由、

経緯等に関する説明及び審議

委員からの意見・質問、それに対する回答等

意 見・質 問 回 答

【入札・契約手続の運用状況等に関する報告】

・特になし。

【抽出案件の説明及び審議】

【一般競争入札方式】（政府調達に関する協定適
用対象外）

留萌開発事務所庁舎外煙突改修工事

・競争参加資格が、B から D 等級と幅広く設定され
ている理由は。

・D 等級の業者が参加した場合に、適切に施工で
きるか確認しているのか。

【一般競争入札方式】（政府調達に関する協定適
用対象外）

天塩川改修工事の内 浜里地区河道整正外工
事

・特になし。

・本工事は、当初、競争参加資格を B または C 等
級として発注したが、参加者がおらず、再発注にあ
たり、幅広く参加者を募るため D 等級まで対象を拡
大したものである。

・他の等級の業者と同様に、資格内容、実績、技術
者要件等が条件に合致しているか確認しており、
工事品質を確保するための要件は維持できると判
断したものである。



【一般競争入札方式】（政府調達に関する協定適
用対象外）

一般国道２３２号 小平町 大椴改良外一連工事

・入札価格が最も低くない者が技術評価点を含め
て算出された評価値が最高値となって落札決定さ
れており、総合評価落札方式が機能していることを
本工事において確認した。

・入札説明書において、「受注者の協力の下、下請
業者への賃金の支払いや適正な労働時間確保に
関し、賃金・労働時間・労務費の実態を調査する試
行工事」であるとの記載がある。本日２件目の審議
対象工事にも同様の記載はあるが、最初の審議
対象工事には記載が無い理由は何か。

【通常指名競争入札方式】
苫前地域 土地利用状況資料整理業務

・特になし。

【一般競争入札方式】（政府調達に関する協定適
用対象外）

除雪トラック用グレーダ装置（４．５ｍスライド式）
購入取付

・特になし。

【一般競争入札方式】（政府調達に関する協定適
用対象外）

留萌ダム管理支所 水力発電設備保守点検

・履行期間を丸一年とした契約だがその理由は何
か。また、毎年度発注しているものなのか。

・一者応札となっているが、考えられる理由はある
か。また、高い落札率となっている理由は何かある
か。

・当該記載は令和７年１１月から適用されている試
行運用に関するものであり、当時の適用対象工事
は「河川・道路・機械・電気通信」とされており、最
初の審議案件は営繕工事であることから、適用対
象外であったため記載していない。

・年間を通じて必要な箇所の点検を行うとともに、
設備に不具合が発生した場合には点検及び補修
対応が必要となるため年間契約としている。また、
毎年度発注しているものである。

・参加者が増えるよう資格等級も全等級に拡大して
いるが、小水力発電設備という特殊性のあるもの
を対象としているため参加者が限られた可能性は
ある。また、価格算出に必要な単価等も公開してお
り、参考となる見積資料も提示していることから精
度の高い算出が可能だったと推察する。

（以 上）

委員会による意見の具申又は勧告の内容

なし。




